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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公開番号】特開2012-111851(P2012-111851A)
【公開日】平成24年6月14日(2012.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2012-023
【出願番号】特願2010-262004(P2010-262004)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/72     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  75/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/67     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/14     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/44    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 175/16    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/72    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  75/04    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/67    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 290/14    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ  27/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月16日(2013.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　ポリイソシアネート化合物（ｂ２）が、ジイソシアネート化合物（ｂ２－１）であり、
ポリイソシアネート成分（Ｂ）が、（メタ)アクリロイル基及び水酸基を有する化合物（
ｂ１）と前記ジイソシアネート化合物（ｂ２－１）との反応により生成するウレタン結合
に、前記ジイソシアネート化合物（ｂ２－１）由来のイソシアネート基がさらに反応して
なる、アロファネート結合を有する成分である、請求項２記載の(メタ)アクリロイル基を
有するウレタン樹脂（Ｃ）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　ポリイソシアネート成分（Ｂ）が、下記一般式（Ｉ）及び／又は下記一般式（II）にて
示される部分構造を含有する成分である、請求項３記載のウレタン樹脂（Ｃ）。
【化１】

 
【化２】

 
　一般式（Ｉ）、（II）において、
　Ｒ1はジイソシアネート化合物（ｂ２－１）からイソシアネート基を除いた残基を表し
、
　Ｒ2は（メタ)アクリロイル基及び水酸基を有する化合物（ｂ１）から水酸基を除いた残
基を表す。）
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　一般式（Ｉ）、（II）において、
　Ｒ1はジイソシアネート化合物（ｂ２－１）からイソシアネート基を除いた残基を表し
、
　Ｒ2は（メタ)アクリロイル基及び水酸基を有する化合物（ｂ１）から水酸基を除いた残
基を表す。）
 
【手続補正４】



(3) JP 2012-111851 A5 2013.8.29

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　一般式（Ｉ）、（II）において、
　Ｒ1はジイソシアネート化合物（ｂ２－１）からイソシアネート基を除いた残基を表し
、
　Ｒ2は（メタ)アクリロイル基及び水酸基を有する化合物（ｂ１）から水酸基を除いた残
基を表す。）
　なお、一般式（Ｉ）における－ＮＨＲ1－は－ＮＨＲ1ＣＨ3の意ではなく、一般式（II
）における＞ＮＲ1－は＞ＮＲ1ＣＨ3の意ではない。
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